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湾、フィリピンまで広く分布し、成貝は潮間帯から水深 10 m 程度の砂泥底に生息する。日本ではアサ
リは古くから食材として利用され、また潮干狩りなどのリクリエーションの対象として最も馴染みのあ
る海の幸の一つである。日本でのアサリ漁獲量は、1983 年の 16 万トンをピークに翌年から減少に転じ、
2012 年には約 2.7 万トンとなっている。瀬戸内海は、1985 年には約 4.5 万トンと全国の生産の約 1/3
を占めていたが、その後急減し、現在では 0.1 万トン程度と低水準で推移している。広島県でも、1960
年代から 1988 年までは約 2000 トンの生産を維持してきたが、1989 年以降急激に減少し、2012 年には
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木島東側の干潟において、「あさり生育環境調査事業」が 2010 年度から開始された。2010 年度は 4月お








三原市鷺浦町須ノ上の干潟に、50 m×10 m×1 m のパイプ製の構造物の側面と上面を目合い 25 mm の
網で覆った立体式の被覆網を設置した（図 1）。2011 年 4 月 21 日に、平均殻長 25 mm のアサリ 300 kg
を被覆網内に放流した。同年 7月には、鷺浦町町内会によってアサリ潜砂対策として被覆網周辺の耕耘









5 点の定点を定めた（図 2）。 
アサリ個体数および殻長の測定 
2011 年 5 月 6 日、6月 13 日、7月 11 日、8月 26 日、9月 26 日の計 5回、干潮時に調査を行った。各
定点において 25 cm×25 cm の方形枠内の底質を深さ 15 cm まで採取し、現場で 8 mm のふるいを用いて
選別し、ふるい上に残ったアサリの個体数と殻長を測定した。各定点で採集された殻長 10 mm 以上のア
図 1 立体式被覆網の写真． 












被覆網内のアサリ殻長組成の推移を図 3に示す。5月には殻長 24～30 mm の放流サイズの個体が 70％
を占めていたが、6 月以降天然由来とみられる小型個体の割合が増加した。9 月には放流個体群とみら
れるピークは殻長 30～32 mm へと移動した。一方、被覆網外では稚貝が多く検出されたが、成貝サイズ
のアサリ密度は低く推移した（図 4）。 
アサリは孵化したのち浮遊幼生期を経て着底するが、着底後のアサリは殻長によって着底稚貝（<0.3 
mm）、初期稚貝（0.3 – 1.0 mm）、稚貝（1.0 – 15 mm）、初期成貝（15 mm – 25 mm）、成貝（>25 mm）に
区別されている 4）。調査を実施した三原市鷺浦町須ノ上の干潟では、2010 年には平均殻長 30 mm のアサ
リ 100 kg、2011 年度には平均殻長 25 mm のアサリ 300 kg を「三原市アサリ生育環境調査事業」の一環























































組成．a: 5月 6日．b: 6月13日．
























6 月以降天然由来とみられる小型個体の割合が増加した。また、9 月には、殻長約 31 mm をモードとす



















組成．a: 5月 6日．b: 6月13日．
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Sequential changes of size structure and density of short-necked clam Ruditapes philippinarum were monitored 
monthly from May 2011 to September 2011 on Sunoue tidal flat in Sagi Island, Hiroshima Prefecture. In April 21st, 
300 kg of short-necked clam (25 mm in average shell length) were released in a three-dimentional covering net 
placed on this tidal flat. The population of released seeding survived for 5 months and the average shell length 
was increased about 1 mm per month. In addition, two populations of smaller shell length appeared sequentially in 
covering area. Meanwhile, the density of adult short-necked clam was low on the outside of covering net during 
the research period. These results suggest that predation pressure was one of the major cause of decline resource 
of short-necked clam in this shore and covering net may be effective to protect bivalves from predators. It is also 
suggested that recruitment of larvae of short-necked clam is expected in this tidal flat. So, wear protection of 
juvenile and young shellfish provided from surrounding area is considered to be the most effective measure for 
restoring resource of short-necked clam in this tidal flat. We hope this stock enhancement project will succeed and 
clam digging will be possible again in this area. 
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